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鈴木 登教授 略歴 ・主要著作目録

生年月日 ：１９３５年８月１９日

本籍　東只都

現住所　京都市左京区下鴨北園町１１０－２

　　　　　　　　　　　　　　　　　　学　　　　　歴

１９６０年３月　慶魔義塾大学経済学部卒業

　　　　　　　　　　　　　　　　　　職　　　　　歴

１９６０年４月～１９６１年７月　二菱製鋼株式会社

１９６１年１０月～１９７５年８月　財団法人三菱経済研究所

１９７５年９月～１９８０年３月　株式会社三菱総合研究所（最終歴王席研究員）

１９８０年４月～現在　　　　立命館大学経済学部教授

１９８１年４月～１９８３年３月　二部協議会委員（ ・教務主任）

１９８５年４月～１９８６年３月　経済学部主事 ・同研究科主事

１９８６年４月～１９８７年３月　同研究科主事

１９８８年４月～１９９０年３月　大学協議会議員

１９８８年４月～１９９０年３月　計算機センター所長

１９９４年４月～１９９６年３月　大学協議会議員

１９９９年４月～２０００年３月　大学協議会議員

１９７５年４月～１９７７年３月　東足都職員研修所講師

１９７７年４月～１９７８年３月　通商産業省統計研修所講師

１９７８年４月～１９７９年３月　通商産業省統計懇談会委員

１９９４年４月～１９９５年３月　京都府社会福祉センター講師

１９９３年４月～現在　　　　（財団法人）京都ＳＫＹセンター講師

　　　　　　　　　　　　　　　学会ならびに社会における活動

国際所得 ・国富学会（ＩＡＲＩＷ），国際産業連関分析学会（ＩＩＯＡ），環太平洋産業連関分析学会

（ＰＡＰＡＩＯＳ），日仏経営学会，日本地域経済学会各所属

島根県人口 ・産業フレーム委員会委員（１９８２年度），徳島県産業構造ビジョン策定委員会委員

（１９８３年度）

（５４２）



鈴木　登教授　略歴 ・主要著作目録（鈴木） １８５

研　究　業　績

［著　書１

１　共著　　『日本の企業合同　合同 ・合併の経営問題』（野口祐編著，タイヤモンド社　１９６４年

　２月 ，６章「三共系化学グループの合併問題」お上び９章「部分合同＝共同会社 ・合併会社」

　各担当）

２． 共著 ：『経営破綻 ・倒産の分析』（野口祐編，東洋経済新報社　１９６６年４月 ，８章「日東化

　学経営破綻の分析」担当）

３　共著　　『さけられないか「倒産」』（野口祐編著，宇野書店　１９６８年９月 ，「きわだ って多い

　建設業の倒産」担当）

４． 共著 ：『現代日本の産業分析一主要産業と個別企業の実態分析』（角瀬保雄執筆代表，企業

　法論社　１９６９年３月 ，「非鉄金属一アルミニウム」担当）

５． 共著 ：『日本の地方銀行　上 ・下』（野口祐編，世界書院　１９６９年１２月 ・’７０年１１月 ，上ｒ横

　浜銀行」およぴ下「十六銀行」各担当）

６　共著　　『国土計画と地域経済』（牧野昇編著，鹿島出版会　１９７４年１１月 ，２部１章「地域分

　散効果の予測と評価」担当）

７　共著　　『先端技術と地場産業』（野口祐編著，日本経済評論社　１９８６年２月 ，４章「広島県

　にみる地場産業と先端技術」担当）

８． 単著 ：『近代経済学の考え方』（中央経済社　１９８８年１１月）

９． 共著 ：『経済摩擦と調整』（斉藤武 ・坂野光俊 ・林堅太郎編，法律文化社　１９８９年１２月 ，７

　章「日米欧における産業構造の変化一サーヒス経済化と構造調整」担当）

１０．共著 ：『２１世紀経済学のパラダイム』（高木彰 ・岩田勝雄編，法律文化社　１９９５年７月 ，３

　章「近代経済学の認識論的基礎と実践的応用一その問題点と課題克服の展開方向」担当）

１１共著　『進化 ・複雑 ・制度の経済学』（芦田文夫 ・高木彰 ・岩田勝雄編，新評論２０００年２

　月 ，９章「経済理論の有効性一その体系性 ・理念性 ・高度専門性をめぐって」および５章「問

　題提起 一３」各担当」）

１２．共著 ：『北東アジア地域研究序説』（宇野重昭 ・増田祐司編，国際書院　２０００年３月 ，２章

　「２１世紀社会科学のパラダイムー「総合杜会科学」の措定」担当）

［学術論文１

１　単著　「ラテン ・アメリカ３ヵ国の産業構造と貿易構造」（三菱経済研究所『季刊調査と研

　究』１９６４年９月　３巻２号）

２． 単著 ：「地域経済学に関する一つの覚書」（三菱経済研究所『季刊調査と研究』１９６５年３月

　３巻３号）

３． 単著 ：「生産函数 ・費用函数 ・投資函数における諸関係について」（三菱経済研究所『季刊

　調査と研究』１９６５年９月　４巻２号）

４． 単著 ：「インドにおける投入産出分析に関する文献調査」（三菱経済研究所『季刊調査と研

　究』１９６６年８月　５巻１号）

５　共著　　ｒ企業モテルの性格と分類」（二菱総合研究所『同所／所報』１９７３年７月　１号）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（５４３）



　１８６　　　　　　　　　　　　　　　立命館経済学（第４９巻 ・第４号）

６． 単著 ：「地域分散政策の効果一地域問投入産出モデルによる算定」（日本科学技術連盟『オ

　ペレーションズ ・リサーチ』１９７３年９月　１８巻９号）

７． 共著 ：「地域分散政策とその効果一地域問投入産出モデルによる算定」（三菱総合研究所

　『同所／所報』１９７４年７月　２号）

８　単著　「産業構造の転換と省エネルキー化」（日本工業新聞社『エネルギー』１９７５年２月

　８巻２号）

９　単著　「産業構造 ・貿易構造の国際比較を中心とした我国産業構造のあり方」（機械振興協

　会『機械振興』１９７５年１０月　８巻１０号）

１０単著　「市民所得統計を中心とした都市圏産業連関表の推計と若干の応用分析一広島都市圏

　経済への適用例」（立命館大学経済学会『立命館経済学』１９８０年１２月　２９巻５号）

１１ ．単著 ：「丹後経済における機業の役割と制約一その生産供給面からみた市町村別特徴の数量

　的把握」（立命館大学人文科学研究所『人文科学研究所紀要　丹後をめくる経済状況』１９８３年

　１２月　３６号）

！２．単著 ：ｒ地域産業育成 ・振興における公共部門の政策的役割一京都地域の先端技術と地場産

　業の相互関係を軸として」（立命館大学人文科学研究所『人文科学研究所紀要』１９８４年１２月

　３８号）

１３単著　「近代経済学における日常性と科学性一その普遍性 ・客観性 ・実証性をめくっ ての素

　描」（立命館大学経済学会『立命館経済学』１９８５年２月　３３巻６号）

１４単著　「サーヒス経済論の系譜的展望一その理論と計測をめくる諸問題」（立命館大学経済

　学会『立命館経済学』１９８６年１２月　３５巻５号）

１５．単著 ：「大分県工業 ・所得分析の動向からみたテクノポリスの位置と役割」（立命館大学人

　文科学研究所『人文科学研究所紀要一大分テクノポリスの経済的研究　１２章』１９８９年６月　４８

　号）

１６単著　「不確実性の経済理論　覚書と展望（１）一情報化杜会における基底と位相を探 って」

　（立命館大学経済学会『立命館経済学』１９９１年４月　４０巻１号）

１７単著　「地域主義と地方主義で思うこと」（日本地域経済学会『地域経済学研究』１９９２年１１

　月　３号）

１８．単著 ：「経済発展論および同体制論と二つのインフレーションーロシアと中国の市場経済移

　行過程におけるその原因および特徴について」（立命館大学経済学会『立命館経済学』１９９６年

　２月　４４巻６号）

１９．単著 ：「平成バブル不況にみる経済変動の性格と特徴」（立命館大学経済学会『立命館経済

　学』１９９７年６月　４６巻２号）

２０単著　「ケインス ，ラムゼイおよびポパー一帰納法および演緯法と確率論をめぐって」（立

　命館大学経済学会『立命館経済学』１９９８年１０月　４７巻２ ・３ ・４号）

２１単著　　「歴史的形成過程からみた市場制度としての精神文化と制度文化一そのシステム ・運

　営ルール ・慣行における西洋および東洋の諸特徴」（立命館大学人文科学研究所『人文科学研

　究所紀要一市場システムと現代の経済学　１章』２０００年３月　７４号）

（５４４）



　　　　　　　　　　　　　鈴木　登教授　略歴 ・主要著作目録（鈴木）　　　　　　　　　　　　　１８７

［調査 ・研究報告１

１　共著　ｒ乗用車の価格予測」（三菱総合研究所ｒ二菱自工委託調査報告書」１９７１年３月）

２　共著　ｒ飲用牛乳に関する総合的調査分析」（二菱総合研究所ｒ全国牛乳商業組合運合会委

　託調査報告書」１９７１年１０月）

３　共著　ｒ産業構造パターンの国際比較と変化の態様」（二菱総合研究所ｒマルチクライアン

　トプロジェクト報告書」１９７２年２月）

４． 共著 ：「国際分業における産業転換点の分析」（三菱総合研究所「マルチクライアントプロ

　ジェクト報告書」１９７２年６月）

５． 共著 ：ｒ情報シンジケートにおけるデータ ・べ一スに関する調査」（三菱総合研究所ｒ日本

　ＩＢＭ委託調査報告書」１９７２年７月）

６． 共著 ：「本州 ・四国連絡橋の投資効果分析」（三菱総合研究所「本州四国連絡橋公団委託調

　査報告書」１９７２年１０月）

７． 共著 ：ｒ地域分散政策とその効果一シミュレーション ・モデルによる算定」（三菱総合研究

　所ｒ経済企画庁委託調査報告書」１９７２年１２月）

８　共著　　ｒ本州 ・四国連絡橋の産業立地に与える影響について」（二菱総合研究所ｒ本州四国

　連絡橋公団委託調査報告書」１９７３年３月）

９　単著　　「効用理論の適用に関する考察」（三菱総合研究所「科学技術庁委託調査報告書」

　１９７３年３月）

１０　共著　　「北海道 ・東北地域における産業止地条件と産業構造編成のあり方」（三菱総合研究

　所「北海道東北開発公庫委託調査報告書」１９７４年２月）

１１共著　　ｒ賦課金等による地方分散効果測定に関する調査」（二菱総合研究所ｒ経済企画庁委

　託調査報告書」１９７４年３月）

１２．共著 ：「予測情報システムに関する調査一都におけるデータバンクの予測情報システムのあ

　り方について」（三菱総合研究所「東只都企画調整局委託調査報告書」１９７４年６月）

１３共著　「中期的視点からみたエネルギー危機の経済 ・産業構造への影響」（三菱総合研究所

　「マルチクライアントプロジェクト報告書」１９７４年７月）

１４単著　　ｒ供給制約条件と産業構造一構造転換をめくる諸問題」（二菱総合研究所ｒマルチク

　ライアントプロジェクト報告書」１９７４年９月）

１５．共著 ：ｒ架橋インパクト（工業）調査」（三菱総合研究所ｒ本州四国連絡橋公団委託調査報

　告書」１９７５年１月）

１６共著　「産業構造 ・貿易構造の国際比較を中心とした我国産業構造のあり方」（三菱総合研

　究所「通商産業省 ・機械振興協会委託調査報告書」１９７５年３月）

１７．共著 ：「新価格体系下の企業行動（Ｉ）一コスト上昇圧力と損益分岐点比率の変動および最

　近の企業費用と価格行動 ：平均費用曲線からする分析」（三菱総合研究所「マルチクライアン

　トプロジェクト報告書」１９７５年３月）

１８共著　「新価格体系下の企業行動（ｎ）一コスト上昇圧力の企業構造に与える影響　製造業

　収益 ・財務モテルによる予測シミュレーション」（二菱総合研究所ｒマルチクライアントプロ

　ジェクト報告書」１９７５年５月）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（５４５）



　１８８　　　　　　　　　　　　　　立命館経済学（第４９巻 ・第４号）

１９共著　「安定成長時代で産業構造はどう変わるか」（三菱総合研究所「マルチクライアント

　プロジェクト報告書」１９７５年７月）

２０．共著 ：「投資計画一ＧＮＥ予測と産業別投資」（三菱総合研究所「マルチクライアントプロ

　ジェクト報告書」１９７５年８月）

２１共著　「安定成長時代の企業行動のあり方を探る一わが国企業の価格政策」（三菱総合研究

　所「マルチクライアントプロジェクト報告書」１９７５年８月）

２２共著　　ｒ予測情報システムに関する調査一人口，土地利用，住宅などの基本的行政指標の予

　測」（二菱総合研究所ｒ東兄都企画調整局委託調査報告書」１９７５年９月）

２３．共著 ：ｒ通信需要構造調査一将来の住生活の展望と電気通信のあり方に関する調査研究」

　（二菱総合研究所ｒ日本電信電話公社委託調査報告書」１９７６年３月）

２４．共著 ：「全国地域別産業配置の将来予測一地域連関計量モデルによる政策シミュレーショ

　ン」（三菱総合研究所ｒ経済企画庁計画局 ・本州四国連絡橋公団委託調査報告書」１９７６年３

　月）

２５．共著 ：「地方分散政策と地方別経済力の予測」（三菱総合研究所「マルチクライアントプロ

　ジェクト報告書」１９７６年９月）

２６．共著 ：「広域的産業配置調査」（三菱総合研究所「本州四国連絡橋公団委託調査報告書」

　１９７６年１２月）

２７共著　　ｒ通信需要構造調査一電気通信の日本経済に果たす役割に関する調査研究」（二菱総

　合研究所「日本電信電話公社委託調査報告書」１９７７年３月）

２８共著　「通信需要構造調査　高度産業社会における情報伝達と電気通信の役割に関する調査

　研究」（三菱総合研究所「日本電信電話公社委託調査報告書」１９７８年３月）

２９共著　ｒ葉たばこ購入における農政負担の分離諸基準とその処理の諸形態について一専冗公

　社をとりまく諸制度とその運営ルールの弾力化をめざして」」（三菱総合研究所ｒ日本専売公社

　委託調査報告書」１９７８年３月）

３０共著　　ｒ石油を中心とする産業エネルギー使用の適正化調査」（二菱総合研究所ｒ資源エネ

　ルギー庁委託調査報告書」１９７８年３月）

３１．共著 ：ｒ地域連関計量モデルのコンバージ ョンおよび供給制約型パイロットモデルの開発」

　（二菱総合研究所ｒ経済企画庁委託調査報告書」１９７８年３月）

３２共著　　「日韓両国を中心とした国際分業体制のあり方に関する調査研究一韓国開発研究院

　（ＫＤＩ）との共同研究」（三菱総合研究所「総合研究開発機構（ＮＩＲＡ）助成研究報告書」１９７４

　年３月）

３３共著　ｒ岡山県の長期ヒジョンに関する考察」（二菱総合研究所ｒ岡山県計画局委託調査報

　告書」１９７９年１２月）

３４．共著 ：ｒ西独地方都市の形成発展における産業および産業政策の役割に関する調査」（三菱

　総合研究所「産業研究所委託調査報告書」１９８０年３月）

３５．共著 ：「大学の教育自己評価と教授能力開発に関する基礎的研究」（立命館大学教育科学研

　究所「文部省科学研究費補助金（般研究Ｂ）研究成果報告書」１９９５年３月 ，１章「米国経済

　学会における経済学教育にかんする検討の経過」担当）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（５４６）



　　　　　　　　　　　　　　鈴木　登教授　略歴 ・主要著作目録（鈴木）　　　　　　　　　　　　　１８９

［その他一学会提出論文および学会報告等１

１． 単著 ：「企業の未来戦略をバテル研究所に学ぶ」（アグネ『金属』１９７６年４月　４１巻６号）

２　単著　ｒ欧州のシンクタンク体制」（三菱経済研究所ｒ三菱清明会助成調査報告」１９７２年５

　月）

３　共著　　「Ｒｅｇ１ｏｎａ１Ｄ１ｓｐｅｒｓ１ｏｎ　Ｐｏ１１ｃ１ｅｓ　ａｎｄ　ｔｈｅ１ｒ　Ｅｆｆｅｃｔｓ　ｏｎ　Ｉｎｄｕｓｔｒ１ｅｓ－ Ｃａｌｃｕ１ａｔ１ｏｎ　Ｂａｓｅｄ

　ｏｎ　Ｉｎｔｅｒｒｅｇ１ｏｎａ１Ｉｎｐｕｔ－Ｏｕｔｐｕｔ　Ｍｏｄｅ１Ｖｅｒｓ１ｏｎ１」（ｐｒｅｓｅｎｔｅｄ　ｔｏ　ｔｈｅ６ｔｈ　Ｉｎｔｅｍａｔ１ｏｎａ１

　Ｃｏｎｆｅｒｅｎｃｅ　ｏｎ　Ｉｎｐｕｔ－Ｏｕｔｐｕｔ　Ｔｅｃｈｍｑｕｅｓ，Ｖ１ｅｍａ　Ａｐｒ１１１９７３）

４． 単著 ：「第６回産業連関分析国際会議に出席して」（三菱総合研究所「ＭＡＰＩ研究レポー

　ト」１９７４年３月）

５　共著　　「Ｒｅｇ１ｏｎａ１Ｄ１ｓｐｅｒｓ１ｏｎ　Ｐｏ１１ｃ１ｅｓ　ａｎｄ　ｔｈｅ１ｒ　Ｅｆｆｅｃｔｓ　ｏｎ　Ｉｎｄｕｓｔｎｅｓ－ Ｃａ１ｃｕ１ａｔ１ｏｎ　Ｂａｓｅｄ

　ｏｎ　Ｉｎｔｅｒｒｅｇ１ｏｎａｌ　Ｉｎｐｕｔ－Ｏｕｔｐｕｔ　Ｍｏｄｅ１Ｖｅｒｓ１ｏｎ２」（ｐｒｅｓｅｎｔｅｄ　ｔｏ　ｔｈｅ７ｔｈ　Ｉｎｔｅｍａｔ１ｏｎａ１

　Ｃｏｎｆｅｒｅｎｃｅ　ｏｎ　Ｉｎｐｕｔ－Ｏｕｔｐｕｔ　Ｔｅｃｈｍｑｕｅｓ　ａｔ　Ｉｍｓｂｒｕ．ｃ
ｋ， Ａｐｒｌ１１９７８ａｎｄ　ｔｏ　ｔｈｅ　Ｉｎｔｅｍａｔ１ｏｎａ１

　Ｃｏｎｆｅｒｅｎｃｅ　ｏｎ　Ｐｒａｃｔ１ｃｅｓ　ａｎｄ　Ｐｒｏｓｐｅｃｔｓ　ｏｆ　Ｍｕ１ｔ１ｒｅｇ１ｏｎａ１Ｅｃｏｎｏｍ１ｃ　Ｍｏｄｅ１ｍｇ　ａｔ　Ｉｎｔｅｍａｔ１ｏｎ
－

　ａｌ　Ｉｎｓｔ１ｔｕｔｅ　ｆｏｒ　Ａｐｐ１１ｅｄ　Ｓｙｓｔｅｍｓ　Ａｎａ１ｙｓ１ｓ，Ｌａｘｅｎｂｕｒｇ，
Ａｕｓｔｒ１ａ，Ｎｏｖｅｍｂｅｒ１９８０）

６　単著　　「Ａ　Ｓ１ｍｐ１１丘ｅｄ　ａｎｄ　Ｃｏｎｖｅｎ１ｅｎｔ　Ｃｏｍｐｌ１ａｔ１ｏｎ　ｏｆ　Ｕｒｂａｎ　Ａｒｅａ
’ｓ　Ｉｎｐｕｔ－Ｏｕｔｐｕｔ　Ｔａｂ１ｅ

　ｆｏｒ　ｔｈｅ　Ｕｓｅ　ｔｏ　Ｌｏｃａ１Ｇｏｖｅｍｍｅｎｔ－ Ａ　Ｃａｓｅ　Ｓｔｕｄｙ　ａｓ　ａｎ　Ａｐｐ１１ｃａｔ１ｏｎ　ｔｏ　ｔｈｅ　Ｈ１ｒｏｓｈ１ｍａ

　Ｕｒｂａｎ　Ａｒｅａ」（ｐｒｅｓｅｎｔｅｄ　ｔｏ　ｔｈｅ１７ｔｈ　Ｇｅｎｅｒａ１Ｃｏｎｆｅｒｅｎｃｅ　ｏｆ　Ｉｎｔｅｍａｔ１ｏｎａ１Ａｓｓｏｃ１ａｔ１ｏｎ　ｆｏｒ

Ｒｅｓｅａｒｃｈ　ｍ　Ｉｎｃｏｍｅ　ａｎｄ　Ｗｅａ１ｔｈ　ａｔ　Ｃｈａｎｔ１１１ｙ，Ｆｒａｎｃｅ，Ａｕｇａｓｔ１９８１）

７． 単著 ：「分配公正論をめぐっ て一系譜的展望」（立命館大学経済学会『立命館経済学』１９８３

　年２月　３１巻５ ・６号一学部共同研究会報告）

８　単著　　ｒＴｈｅ　Ｎｅｃｅｓｓ１ｔ１ｅｓ　ｏｆ　ｔｈｅ　ＲＥＧＩ－ＬＩＮＫ　Ｐ・ｏｊｅｃｔ　ｍ　Ｊａｐａｎ」（Ｐ・ｅ・ｅｎｔｅｄ　ｔｏ　ｔｈｅ　Ｇｅｎｅ・ａ１

　Ｍｅｅｔｍｇ　ｏｆ　ｔｈｅ　ＲＥＧＩ－ＬＩＮＫ　ＰｒｏＪｅｃｔ　ａｔ　Ｐａｒ１ｓ　ｌＯ（Ｎａｎｔｅｒｒｅ）Ｕｍｖｅｒｓ１ｔｙ，Ａｕｇａｓｔ１９８４一日本

　学術振興会助成）

９　単著　　「Ｂｕ１１ｄｍｇ　Ｉｎｐｕｔ－Ｏｕｔｐｕｔ　Ｔａｂ１ｅｓ　ａｔ　Ｓｍａｌｌ　Ａｒｅａｓ　Ｌｅｖｅ１ｍ　Ｊａｐａｎ」（Ｐｒｅｓｅｎｔｅｄ　ｔｏ　ｔｈ
ｅ

　Ｇｅｎｅｒａ１Ｍｅｅｔｍｇ　ｏｆ　ｔｈｅ　ＲＥＧＩ－ＬＩＮＫ　Ｐｒｏ』ｅｃｔ　ａｔ　Ｐ
ａｒ１ｓ，Ａｕｇａｓｔ１９８５一日本学術振興会助成）

１０　共著　　「Ｍｅａｓｕｒｍｇ　ａｎｄ　Ａｓｓｅｓｓｍｇ　ｔｈｅ　Ｇｒｏｗｔｈ　ｏｆ　Ｓｅｒｖ１ｃｅｓ　ｍ　Ｊａｐａｎ」（Ｐｒｅｓｅｎｔｅｄ　ａｎｄ　ｒｅ
－

ｐｏｒｔｅｄ　ｔｏ　ｔｈｅ１９ｔｈ　Ｇｅｎｅｒａ１Ｃｏｎｆｅｒｅｎｃｅ　ｏｆ　ＩＡＲＩＷ　ａｔ　Ｎ
ｏｏｒ

ｄｗ１』ｋ
ｅｒ

ｈｏｕｔ，Ｎｅｔｈｅｒ１ａｎｄ
ｓ， Ａｕｇａｓｔ

　１９８５）

１１．単著 ：「学会動向一第１９回ＩＡＲＩＷ総会に出席して」（立命館大学経済学会『立命館経済

　学』１９８５年８月　３４巻３号）

１２単著　「留学紀行一近代経済学における科学的認識の基礎を訪ねて」（立命館大学学園広報

　『ＵＮＩＴＡＳ』１９９３年５月　２５２号）

１３．単著 ：「平成バブル不況にみる経済変動の性格と特徴」（第１回中日経済研究会 ：中国社会

　科学院経済研究所 ・立命館大学国際共同研究シンポジウム提出報告一於北京社会科学院経済研

　究所　１９９６年９月）

１４．単著 ：「金融ビックバンと今後日本におけるメーンバンク ・システムの行方」（第２回中日

　経済研究会　中国社会科学院経済研究所 ・立命館大学国際共同研究シンポジウム提出報告一於

　北京社会科学院経済研究所　１９９７年９月）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（５４７）



　１９０　　　　　　　　　　　　　　　立命館経済学（第４９巻 ・第４号）

　　　　　　　　　　　　　　　　　教　育　実　践

［学部での主な担当科目１

　「国民所得論」 ・「産業構造論」 ・「経済変動論」 ・「経済統計Ｉ ・ｎ」 ・「現代国家論（二部）」 ・「日

本の経済社会制度」 ・「経済学研究入門」 ・「（コース）研究入門」 ・「外国書講読」など

［大学院での主な担当科目１

　「経済理論」 ・「経済学史」など

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（以上）

（５４８）
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